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取扱説明書
日立監視用カラービデオカメラ

VK-C715
このたびは、日立監視用カラービデオ
カメラをお買い上げいただき、まことに
ありがとうございました。
この取扱説明書をよくお読みいただき、
正しくご使用ください。
なお、お読みになったあとは、
保証書とともに大切に保存して
ください。

修理などアフターサービスに
関するご相談は

TEL 0120－3121－68
FAX 0120－3121－87

（受付時間）365日／9:00～19:00
携帯電話、PHSからもご利用できます

商品情報やお取り扱いに
ついてのご相談は

TEL 0120－3121－19
FAX 0120－3121－34

（受付時間） 9:00～17:30（月～土）
日曜・祝日と年末年始・夏季休暇など弊社の休日は
休ませていただきます
携帯電話、PHSからもご利用できます

日立監視用カラービデオカメラについてのご相談や修理は
お買い上げの販売店へ
なお、転居されたり、お買い上げの販売店がわからない製品の修理などで、
ご不明な点は下記窓口にご相談ください。

・お客さまが弊社にお電話でご連絡いただいた場合には、正確にご回答するために、
通話内容を記録(録音など)させていただくことがあります。
・ご相談、ご依頼いただいた内容によっては弊社のグループ会社に個人情報を提供
し対応させていただくことがあります。
・出張修理のご依頼をいただいたお客様へ、アフターサービスに関するアンケート
ハガキを送付させていただくことがあります。
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製造番号は品質管理上重要なものです。
お買い上げの際には、製造番号と保証書の番号が一致しているかご確認ください。

形名

信号方式

撮像素子

走査方式

走査周波数

電源供給方式

同期方式

映像信号出力

S／N比

水平解像度

最低被写体照度

許容動作温度・湿度

消費電流

外形寸法

質量

VK-C715

NTSC方式準拠

1／4型CCD型固体撮像素子
有効画素数　768（H）ｘ494（V）画素
フィールド周期読出し

2 : 1インターレース

水平：15,734Hz、垂直：59.94Hz

定電流重畳方式（別売りカメラ駆動ユニットより
供給）
DC電源方式（別売りACアダプターA-C17より供給）

電源重畳時
内部/外部（ＶＤ入力）自動切り換え
ＤC12Ｖ時
内部同期方式

VBS：1.0Vp-p、映像：約0.7Vp-p正極性
同期：約0.3Vp-p負極性

インピーダンス：75Ω、不平衡
50dB以上

標準540TV本（520TV本以上）

標準：0.5 lx（wide端、AGC:NORM）

動作維持範囲：-10～50℃、10～85％
性能維持範囲：+5～30℃、45～75％

195mA（電源重畳入力）
最大210mA（DC12V入力）

幅68ｘ高さ67ｘ奥行127mm（突起部を除く）

約250g

• 予告なく仕様を変更する場合があります。あらかじめご了承ください。

仕　　様

〒101-8010 東京都千代田区外神田4丁目14番1号
秋葉原ＵＤXビル

この取扱説明書はエコマーク認定の再生紙を使用しています。

異常なときは使わない
• 万一煙が出ている、へんなにおいがするなど異常状態のまま使用すると、
火災の原因となります。すぐに電源機器（駆動ユニット、アダプター）の電源を切り、
必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。煙が出なくなるのを確認して、
お買い上げの販売店に修理をご依頼ください。お客様による修理は危険ですから
絶対におやめください。

• ご使用になる前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、
正しくお使いください。

• お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保存してください。

• 絵表示について
この取扱説明書では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への
危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。
その表示と意味は次のようになっています。
内容をよく理解してから本文をお読みください。

• 絵表示の例
記号は禁止の行為であることを告げるものです。図の中や近傍に

具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。

●記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。
図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグを
コンセントから抜け）が描かれています。

※1重傷 ........... 失明・けが・やけど（高温・低温）・感電・骨折・中毒などで
後遺症が残るもの、または治療に入院や長期の通院を要する
ものを指します。

※2傷害 ........... 治療に入院や長期の通院を要さない、けが・やけど（高温・
低温）・感電などを指します。

※3物的損害 .... 家屋・家財および家畜・ペットにかかわる拡大損害を指します。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡また
は重傷（※1）を負う可能性が想定される内容を示しています。警告�

注意�

安全上のご注意

水にぬらさない
• 万一水などが内部に入った場合は使用をやめ、電源機器（駆動ユニット、
アダプター）の電源を切り、必ず電源プラグをコンセントから抜いたあと、
お買い上げの販売店にご連絡ください。そのまま使用すると、火災の原因となります。

• 水がかかりそうな場所に設置するときは、カメラハウジングなどでカメラを保護して
ください。カメラ単体で設置して内部に水が入った場合、火災の原因となります。

異物を入れない
• 内部に金属類や燃えやすいものを差し込んだり、入れたりしないでください。
火災の原因となります。

• 万一異物が内部に入った場合は、電源機器（駆動ユニット、アダプター）の
電源を切り、必ず電源プラグをコンセントから抜いたあと、お買い上げの販売店に
ご連絡ください。そのまま使用すると、火災の原因となります。

落下のおそれのある場所に設置しない
• カメラの重量に耐えられないような、もろい材質が使われている場所に設置しないで
ください。落下してけがの原因となります。

指定外の電源機器を使わない
• 指定外の電源・電圧で使用すると、火災の原因となります。必ず指定の
電源機器（駆動ユニット、アダプター）をお使いください。

引火性ガスが発生する場所に設置しない
• 引火性ガスが発生する場所に設置すると、発火の原因となります。

分解・改造しない
• 分解・改造しないでください。
火災の原因となります。

落としたり、キャビネットを破損しない
• 落としたり、キャビネットを破損したときは、正常に動作しているように見えても、
内部に異常がある場合がありますので、電源機器（駆動ユニット、アダプター）の
電源を切り、必ず電源プラグをコンセントから抜いたあと、お買い上げの販売店に
ご連絡ください。そのまま使用すると、火災の原因となります。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害
（※2）を負う可能性が想定される内容および物的損害（※3）
のみの発生が想定される内容を示しています。

風呂場では使用しない
• 風呂場では使用しないでください。
火災・感電の原因となります。

警告�

放熱を妨げない
• 内部に熱がこもると、火災の原因となることがあります。
次のような使いかたはしないでください。
1 風通しの悪い狭いところに押し込む。
2 テーブルクロスなどの布類をかける。

接続コードを傷つけない
• 接続コードを傷つけたり、破損したりしないでください。また、重いものをのせたり、
加熱したり、引っ張ったりするとコードが破損し、火災の原因となることがあります。

• 接続コードを敷物などでおおわないでください。コードに気づかず、重いものをのせて
接続コードを傷つけることがあるのでご注意ください。
火災の原因となることがあります。

接続コードが傷んだら交換する
• 接続コードの芯線が露出したり、断線したときは販売店に交換をご依頼ください。
そのまま使用すると、火災の原因となることがあります。

保守点検について
• 保守点検を販売店にご相談ください。機器内部にほこりがたまったまま、
長い間掃除をしないと火災の原因となることがあります。
特に、湿気の多くなる梅雨期の前に行うと、より効果的です。
なお、保守点検の費用については、販売店にご相談ください。

接続コードを熱器具に近付けない
• コードの被覆が溶けて、火災の原因となることがあります。

ぬれた手でプラグを抜き差ししない
• 感電の原因となることがあります。

お手入れするときは電源を外す
• 安全のため、電源機器（駆動ユニット、アダプター）の電源プラグを
コンセントから抜いてお手入れしてください。

長期間ご使用にならないときは電源を外す
• 安全のため、必ず電源機器（駆動ユニット、アダプター）の電源プラグを
コンセントから抜いてください。

湿気やほこりの多い場所に設置しない
• 火災の原因となることがあります。

油煙や湯気が当たる場所に設置しない
• 調理台や加湿器のそばに設置しないでください。
火災の原因となることがあります。

カバーを開けない
• カバーを開けないでください。内部の点検・調整・修理はお買い上げの販売店に
ご依頼ください。

移動させるときは注意して
• 移動させるときは、接続コードを抜いたことを確認のうえ、移動してください。
つながったまま移動させると、接続コードが傷つき、火災の原因となることがあります。

強い電波や磁気のあるところ
電波塔の近くやモーターを使った電気製品のそばなど、強い電波や磁気の
発生するところで使用すると、画像がゆがんだりすることがあります。

極端に高温や低温のところ
許容動作温度（1ページ）範囲外のところでは使用しないでください。
画質の低下や故障の原因になります。

ほこりや湿気の多いところ
カメラ内部にほこりが入ると故障の原因になります。
また湿気が多いと、レンズにカビが発生する原因になります。

油煙や湯気が当たるところ
カメラ内部に油や水が入ると故障の原因になります。

●屋外に設置する場合
屋外でのご使用はカメラハウジング（別売品）をご使用ください。レンズが白濁
する原因となります。

ご使用上のお願い

衝撃を与えない
ぶつけたり、落としたりすると故障の原因になります。

太陽や強烈な光に向けない
撮像素子が焼き付き、撮影できなくなる場合があります。

接続機器の取り扱いについて
本機につなげてお使いになる機器の取扱説明書と、その「使用上の注意」も
よくお読みください。

お手入れについて
• 化学ぞうきんを使用するときは、その注意書に従ってください。
• キャビネットやスイッチ部などの汚れは、柔らかい布で軽くふきとって
ください。汚れがひどいときは、水でうすめた中性洗剤にひたした布を
よく絞ってふきとり、乾いた布で仕上げてください。

• キャビネットをベンジンやシンナーでふかないでください。
塗装がはげたり変質することがあります。

• キャビネットに殺虫剤など揮発性のものをかけないでください。
また、ゴムやビニール製品を長時間接触させたままにしないでください。
塗装がはげることがあります。

外国では使わない
このカメラは日本国内用です。外国では放送方式、電源電圧が異なりますので
使用できません。
<This video camera cannot be used in foreign countries as designed
for Japan only.>

著作権について
あなたがビデオで録画・録音したものは、著作権法上、権利者に無断で使用で
きません。

監視用カラービデオカメラの故障もしくは不具合により発生した付随的損害
（営業損失などの補償）の責については、ご容赦ください。

● 設置上のご注意 次のような場所には設置しないでください。

● 使用上のご注意

レンズカバー�

取り付け金具ねじ穴�
カメラ取り付け用金具�
（別売品）を固定するときに�
使います。�

各部のなまえとはたらき

POWER端子 �
電源入力端子です。DC IN-VIDEO OUT端子を�
使わないときは、別売りのACアダプターを接続してください。�

VIDEO OUT端子 �
映像信号（VBS）が出力されます。�

DC IN-VIDEO OUT端子 �
別売りのカメラ駆動ユニットと�
同軸ケーブルで接続します。�

SETボタン 

△(UP)/▽(DOWN)ボタン 

IRIS（アイリス）ボタン�

下記の手順に従って、カメラを接続・調節してください。
• カメラの据え付け、接続は必ずお買い上げの販売店にご相談
ください。
ご自分での据え付け、接続は事故や故障の原因になります。

6
6
7
7
7
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・自然な色調に調整する�
・色調を変えて撮る�
・色の濃さ、輪郭などを設定する�
・シャッタースピードを変えて撮る�
・明るさを変えて撮る�
・逆光を補正して撮る�

8
8
9
9
9

・コントラストの変動を抑えて撮る�
・プライバシーマスクを設定する�
・画面にタイトルを付ける�
・カメラの故障検知機能を使う�
・初期値に戻す�

カラーモニターと接続する�

次の調節は必要に応じて行います。�

カメラ駆動ユニットなどと接続する� 4

4

接続から調節までの手順

ご注意

入出力端子部（後面）

本機は映像を出力する端子から電源をとり込む方式（電源重畳方式）を
採用しておりますので、次の当社製の別売品と接続してご使用ください。
また、POWER端子からACアダプターによる電源供給もできます。

カメラ駆動ユニット　　VK-AC110
• カメラを1台、接続できます。
カメラ駆動ユニット　　VK-AC555R/VK-AC960
• VK-AC555Rをご使用になる場合は5台、VK-AC960をご使用になる場合は
9台のカメラを接続することができます。
ACアダプター　　A-C17   

※各機器の取扱説明書もよくお読みください。

接続のしかた

DC IN
VIDEO OUT

VIDEO OUT

SET

IRIS

POWERプラグ�

モニター、スイッチャー、�
デジタルレコーダーなど�

POWER端子へ�

ACアダプター�
A-C17（別売品）�

接続するときは、�
ACアダプターの電源を�
切ってください。�

● A-C17に接続するとき

カメラの設置時に、カメラとカラーモニターを直接接続して、画角や
倍率などを調節します。
• 家庭用のAV入力端子付きカラーテレビにも接続することができます。

カラーモニター�

USピンプラグ�

同軸ケーブル�

映像入力端子へ�

カメラ駆動ユニットなど�

VIDEO OUTへ�

BNC

75　終端スイッチをON�
（75　側）に切り換える�

カラーモニターと接続する

本機をカメラ駆動ユニット（VK-AC555R/VK-AC960）と組み合わせ
てご使用になる場合のみ、遠隔操作で本機の設定を変えることができま
す。
※　カメラのメニュー画面を消したいときは、カメラ側のメニュー画面（「END」を
点滅）にて終了してください。

※　カメラ駆動ユニットの取扱説明書もよくお読みください。

遠隔操作で本機の設定を変える

まず最初にフロントカバーを外します。

ピントを合わせる

● フロントカバーの外し方
カバーを前方に引っ張ります。

2 1

34
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POWER端子の入出力信号�

POWER端子�

（カメラ側）�

ピン番号� 端子名�

1
2
3
4
5
6
7

—

DC 12V 入力�

(RD) 

—

GND

 (SD) 

—

• ACアダプター（A-C17）とカメラ駆動ユニットは、同時に接続
して使用しないでください。同時に接続すると故障の原因とな
ります。

ヒンジ�
カバーの落下を防ぎます。�
破損する恐れがありますので�
無理にひっぱらないでください。�

ツメ�

ツメ�

ツメ�

ツメ�

● カバーの取り付け方
フロントカバーの外し方の逆の方向に、カバーを取り付けます。

• フロントカバーの取り外し・取り付けの際は、カバーが
レンズに当たらないように注意してください。

• ズームレバー、フォーカスロックノブ以外の部分にさわらな
いように注意してください。

• カバーのツメは確実にロックさせてください。

ご注意

• 実際にピントが正しくあっているかどうかの最終確認は、必
ず映像を見てご判断ください。

• 本機能動作中は、SET/UP/DOWNボタンは受け付けません。
• この操作はカメラ駆動ユニットから遠隔操作はできません。

ご注意

● 手動でピントを合わせる
1 フォーカスロックノブを左方向に回してフォーカスロックを解除する
2 カラーモニターを見ながら、ズームレバーを回して画角を合わせる

• ズームレバーのロックを左方向に回してロックを解除してください。
• 映像は2.7倍まで拡大することができます。

3 フォーカスリングを回して、ピントを合わせる
4 フォーカスロックノブを右方向に回してフォーカスリングをロックする

②ズームレバー�

TELE（望遠）�

WIDE（広角）�

NEAR（近い）�NEAR（近い）�

FAR（遠い）�FAR（遠い）�

③フォーカス�
　リング�
③フォーカス�
　リング�

LOCK

①④フォーカスロックノブ�①④フォーカスロックノブ�

1 本体背面のIRISボタンを続けて（1秒以
内）2回押す。
「FOCUS SETTING MODE」画面が表
示されます。
レンズの絞り（アイリス）は開放になり
ます。
このモードは120秒経つと自動的に解除
されます。
OSD上でも120秒から0秒へカウントし
ていきます。

2 ピントを合わせた後、IRISボタンを押す。
「FOCUS SETTING MODE」が終了し
ます。
120秒経過していなくても、絞り開放状
態は解除されます。

※ 絞り開放機能について
ピント調整はレンズの絞り量による影響をできるだけ受けない状況で行われるこ
とが望ましいため、「FOCUS SETTING MODE」では絞りを自動的に開放にし
ます。ピント調整を行う際に、絞りを開放にした状態を保持したい場合にお使い
ください。
調整終了後に被写体の明るさの変化によって絞りが変化してもピントがズレるこ
とをできるだけ軽減するための補助的な機能です。

※ フォーカスバロメーターについて
「FOCUS BAROMETER」の値は、現在のレンズ位置でのピント状態を示す目
安として表示するものです。「FOCUS BAROMETER MAX」の値は、その時の
被写体に対しピントが合うであろうと思われる目安として表示しています。
その値に、「FOCUS BAROMETER NOW」の値を近づけるようにお使いくだ
さい。
「FOCUS BAROMETER MAX」の値は、一度TELE（望遠）からWIDE（広角）
にゆっくりと動かして、レンズ調整範囲内の最大値が表示されるようにしてくだ
さい。
また、被写体の変動などにより値は変化することがあります。その場合は、「FOCUS
BAROMETER NOW」の表示の最大値が、「FOCUS BAROMETER MAX」の値に
到達しないこともあります。
以上のように、設置環境、照明環境等により正しく表示されない場合もあります
ので、「FOCUS BAROMETER」の値はあくまで参考値として必要に応じてお
使いください。

ピント調整時の補助機能を使う
FOCUS SETT I NG MODE

I R I S O : 21 0SEC

FOCUS BAROMETER MAX : z z
NOW : y y

z
y

PEN T I ME

■MENU画面を表示する
SETボタンを続けて（１秒以内）２回押し
ます。

■MENU画面を終了する
「MENU」画面表示中に、UP/DOWNボ
タンで「END」を点滅させたあと、SET
ボタンを押して終了します。

MENU画面の表示のしかた

MENU
1 . P I C : PUSH SE
2 . WH I TE BALANCE : AUTO
3 . AGC GA I N :NORM
4 . SHUTTER : 1/60
5 .
6 .
7 H SE

END

T

T

: PUSH SET

CONTROL

ALC LEVEL

.
: OFFPR I VACY MASK

ERS : PUSOTH

- NORM

•「MENU」画面終了で、設定が確定します。
設定の途中で電源の入/切が発生した場合
には、設定内容は保存されません。

ご注意

ご注意

接続するときは、カメ
ラ駆動ユニットの電源
を切ってください。

ご注意

注意�
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• 複数の異なる光源や、赤色単一色光源、青色単一色光源など
の特殊光源を使用している場合は自動調整が効きにくくなる
ことがあります。

被写体を照らす光源に応じて、色調を自動的に調整します。通常は「AUTO-NORM」
に設定することをおすすめします。
通常使用する「AUTO-NORM」のほかに、光源が水銀灯の場合には「AUTO-HG」、
光源がナトリウムランプの場合には「AUTO-NA」に設定できます。
「AUTO-NORM」では、引き込み範囲の狭い「NARROW」
標準的な「NORM」、範囲の広い「WIDE」を設定することができます。
また、「AUTO-NORM」では、光源の色に合わせて色味を変更することができます。

1 UP/DOWNボタンを押して、「MENU」
画面の「2」を点滅させる。

2 SETボタンを押して、「AUTO-NORM」
を表示させる。
ボタンを1回押すごとに切り替わります。

3「AUTO-NORM」の表示中に、SETボタ
ンを続けて（1秒以内）2回押し、
「AUTO WHITE BALANCE」画面を表
示させる。

[引き込み範囲の設定をするとき]
「AUTO WHITE BALANCE」画面の
「1」が点滅している状態でSETボタンを
押し、設定値を変更する。
ボタンを1回押すごとに切り替わります。

[光源の色に合わせて色味を変更するとき]
「AUTO WHITE BALANCE」画面の
「2」が点滅している状態でSETボタンを
押し、数値レベルを表示させる。
UP/DOWNボタンを押して、設定値を変
更する。
ボタンを1回押すごとに切り替わります。

1 ⇔ … ⇔ 8（初期値）⇔ … ⇔ 15

※ 設定値を変更すると、目盛りの位置が
変わります。

※「PIC ARRANGE」設定（7ページ）をすると、「RED-BLUE」で設定した
値がクリアされ、「PIC ARRANGE」設定で決めた値に変わります。

自然な色調に調整する

AUTO WH I TE BALANCE
1 . RANG :NORM
2 . RED–BLUE :

R– – – – + – –

�

� �

RETURN

– –B

E
PUSH SET

AUTO WH I TE BALANCE
1 . RANG :NORM
2 . RED–BLUE :

R– – – – + – – – –B

E
8

AUTO WH I TE BALANCE
1 . RANG :NORM
2 . RED–BLUE :

R– – – – – – + – –B

E
11

AUTO-NORM（初期値）� AUTO-HG

MANUAL AUTO-NA

NARROW NORM�
（初期値）�

WIDE

•「ONE PUSH AUTO」を用いて調整する際は、白い被写体
を照明で明るくしてください。

ご注意

マニュアル操作に設定すると、色調を好みに応じて、R（赤）方向、B（青）方向に
調整することができます。
「ONE PUSH AUTO」は、現在の光源の色温度に合わせて自動調整したあと、マニ
ュアル設定に切り替わる機能で、その後自動調整は働きません。
通常は「AUTO-NORM」状態でご使用になることをおすすめします。

1 UP/DOWNボタンを押して、「MENU」
画面の「2」を点滅させる。

2 SETボタンを押して、「MANUAL」を表
示させる。
ボタンを1回押すごとに切り替わります。

3 SETボタンを続けて（1秒以内）2回押し、
「MANUAL WHITE BALANCE」画面を
表示する。

[R（赤）方向に調整したいとき]
「MANUAL WHITE BALANCE」画面の
「1」が点滅している状態でSETボタンを
押します。
数値レベルが表示されるので、
UP/DOWNボタンを押して設定値を変更
することができます。
ボタンを1回押すごとに切り替わります。

0 ⇔ … ⇔ 128（初期値）⇔ … ⇔ 255

※ 設定値を変更すると、目盛りの位置が
変わります。

[B（青）方向に調整したいとき]
「MANUAL WHITE BALANCE」画面の
「2」が点滅している状態でSETボタンを
押します。
数値レベルが表示されるので、
UP/DOWNボタンを押して設定値を変更
することができます。
ボタンを1回押すごとに切り替わります。

0 ⇔ … ⇔ 128（初期値）⇔ … ⇔ 255

※ 設定値を変更すると、目盛りの位置が
変わります。

[自動調整するとき（ONE PUSH AUTO）]
白い被写体を画面いっぱいに写してくだ
さい。
「MANUAL WHITE BALANCE」画面の
「3」が点滅している状態でSETボタンを
押し、設定を「SETTING」に変更します。
5秒間自動調整を行います。終了すると、
再び「PUSH SET」と表示されます。

色調を変えて撮る

MANUAL
1 . R–GA :

3 . ONE PUSH AUTO :

RETURN

I N
WH I TE BALANCE

PUSH SET
L – – – – + – – – –H

2 . B–GA :I N PUSH SET

PUSH SET
L – – – – + – – – –H

MANUAL
1 . R–GA :I N

WH I TE BALANCE
PUSH SET

L – – – – + – – – –H
2 . B–GA :I N 128

L – – – – + – – – –H

MANUAL
1 . R–GA :I N

WH I TE BALANCE
PUSH SET

L – – – – + – – – –H
2 . B–GA :I N 165

L – – – – – – + – –H

MANUAL
1 . R–GA :

3 . ONE PUSH AUTO :

� �

RETURN

I N
WH I TE BALANCE

PUSH SET
L – – – – + – – – –H

2 . B–GA :I N PUSH SET

SETT NG
L – – – – +

I
– – – –H

AUTO-NORM（初期値）� AUTO-HG

MANUAL AUTO-NA

MANUAL
1 . R–GA :I N

WH I TE BALANCE

L – – – – + – – – –H
128

MANUAL
1 . R–GA :I N

WH I TE BALANCE

L – – – – – – + – –H
165

1 UP/DOWNボタンを押して「MENU」画
面の「5」を点滅させてからSETボタンを
押し、「AUTO LEVEL CONTROL」画
面を表示させる。

2「AUTO LEVEL CONTROL」画面の
「1」が点滅している状態でSETボタンを
押し、設定値を変更する。
ボタンを1回押すごとに切り替わります。

3 設定項目が「OFF」の状態でSETボタン
を続けて（1秒以内）2回押し、「ALC
LEVEL」画面を表示させる。

4「ALC LEVEL」画面の「1」が点滅して
いる状態でSETボタンを押し、数値レベ
ルを表示させる。
UP/DOWNボタンを押して、設定値を変
更します。
ボタンを1回押すごとに切り替わります。

0 ⇔ … ⇔ 128（初期値）⇔ … ⇔ 255

※ 設定値の変更をすると、目盛りの位置が
変わります。

明るさを変えて撮る

AUTO L
1 . PRES :
2 . BLC

RETURN

ET
EVEL CONTROL

ON
: OFF

A
1 . LEVE :

� �

RETURN

L
LC LEVEL

PUSH SET
L – – – – + – – – –H

A
1 . LEVE :

� �

RETURN

L
LC LEVEL

128
L – – – – + – – – –H

A
1 . LEVE :L

LC LEVEL
165

L – – – – – – + – –H

ON（初期値）� OFF

1「MENU」画面の「1」が点滅している
状態でSETボタンを押し、「PICTURE
CONTROL」画面を表示させる。

2 UP/DOWNボタンを押して、設定したい
項目の番号を点滅させる。

3 SETボタンを押して、設定値を変更する。
ボタンを1回押すごとに切り替わります。

※ 設定値を変えると、目盛りの位置が変
わります。

各項目では、下記の設定ができます。
1.「COLOR LEVEL」
色の濃さを調整できます。

2.「H-ENHANCER」
水平方向の輪郭を調整できます。

3.「V-ENHANCER」
垂直方向の輪郭を調整できます。

4.「PEDESTAL」
映像信号の基準レベルを調整できます。

5.「VIDEO LEVEL」
映像信号の出力レベルを調整できます。

色の濃さ、輪郭などを設定する
P I CT

1 . COLO :
2 .H–ENHANCER

ENHANCER
4 . PEDESTAL
5 . V I DEO LEVEL
6 . P I C ARRANGE :NATURAL

RETURN

5
5

R LEVEL
URE

L – – + – –H
L – – + – –H:

5L – – + – –H:
5L – – + – –H:
5L – – + – –H:

3 . V–

CONTROL

動きの遅いものの撮影には遅めのシャッタースピード（1/60等）に、動きの早いも
のの撮影には早めのシャッタースピード（1/10000等）に設定すると効果的です。
「AE」に設定すると、電子シャッターで自動的に光量を調節できます。シャッター
スピードを早くすればするほど画面が暗くなるため、照明が不足しないように注意
してください。
また、蛍光灯照明下など、フリッカー（画面がちらつく現象）やスミア（画面の明
るい部分から縦線が出る現象）などが強調されやすい場合は、シャッタースピード
を遅くしてください。

1 UP/DOWNボタンを押して「MENU」画
面の「4」を点滅させる。

2 SETボタンを押して、設定値を変更する。
ボタンを1回押すごとに切り替わります。

■明るさの目安
より良い画像を得るためには、被写体の明るさが適切でなくてはなりません。下
の表は明るさの目安です。暗いところで撮るときは、画質が粗くなりますので照
明が必要です。

撮影の際、明るさを変えたいときにお使いください。

シャッタースピードを変えて撮る

P I CT
1 . COLO :
2 .H–ENHANCER

ENHANCER
4 . PEDESTAL

5
5

R LEVEL
URE

L – – + – –H
L – – + – –H:

5L – – + – –H:
7L – – – + –H:

3 . V–

CONTROL

1 …� …�5（初期値）� 9

1/60�
（初期値）�

1/100 1/250 1/500 1/1000

1/20001/40001/100001/30000AE 

＜4. PEDESTALの設定値を変更したとき＞

6.「PIC ARRANGE」：好みの色合いを選択することができます。
• NATURAL（初期値）：自然でそのままの映像が表示されます。
• VIVID：鮮明で、くっきりとした映像が表示されます。

＜便利な使い方＞
ご使用のモニタなど接続機器の影響で画面が暗く感じる場合などに「PEDESTAL」
の設定を高くすると、画面全体が明るくなる効果があります。
「PEDESTAL」を変更すると、被写体によっては明るい部分がさらに明るくなりす
ぎて見づらくなる場合があります。その場合は、「VIDEO LEVEL」を狭く設定する
ことにより、明るい部分が見づらくなることを抑えることができます。

設定値
1 5 9設定項目

COLOR LEVEL 淡い 初期値 濃い
H-ENHANCER 弱い 初期値 強い
V-ENHANCER 弱い 初期値 強い
PEDESTAL 低い 初期値 高い
VIDEO LEVEL 狭い 初期値 広い

背景にスポットライトなどの強い照明があっても、被写体が暗くならないように明
るさを補正（逆光補正）することができます。
逆光補正できる範囲は、最大6箇所まで設定できます。

1 UP/DOWNボタンを押して「MENU」画
面の「5」を点滅させてからSETボタンを
押し、「AUTO LEVEL CONTROL」画
面を表示する。

2 UP/DOWNボタンを押して「AUTO
LEVEL CONTROL」画面の「２」を点
滅させてからSETボタンを押し、「ON」
に設定する。
ボタンを1回押すごとに切り替わります。

3 設定項目が「ON」の状態で、SETボタン
を続けて（1秒以内）2回押し、逆光補正
位置設定画面を表示する。このとき、現
在の設定位置が点滅表示する。

この状態で、SETボタンを押すと逆光補
正ONを示す「MASK」という文字が画面
に抜き文字で表示されます。

また、UP/DOWNボタンを押すと逆光補
正位置表示の位置が変わります。
ボタンを1回押すごとに切り替わります。

4 設定が完了したら、SETボタンを続けて
（１秒以内）2回押すと「AUTO LEVEL
CONTROL」画面に戻ります。
※設定位置がどの場所でも戻ることがで
きます。

逆光を補正して撮る

AUTO L
1 . PRES :
2 . BLC

� �

RETURN

ET
EVEL CONTROL

ON
: OFF

MASK

1

3 4 3

2

5 6

OFF（初期値）� ON

1（初期値）⇔ 2 ⇔ 3 ⇔ 4 ⇔ 5 ⇔ 6

被写体の明るさに応じてカメラの利得を自動的に調整し、コントラストの変動を少
なくします。
屋外など、明るさが変化する環境において効果を発揮します。

1 UP/DOWNボタンを押して「MENU」画
面の「3」を点滅させる。

2 SETボタンを押して、設定値を変更する。
ボタンを1回押すごとに切り替わります。

コントラストの変動を抑えて撮る

NORM（初期値）�LOW HIGH

※ 暗いところでノイズが気になるようでしたら「LOW」、明るさをアップさせる
場合は「HIGH」をお使いください。

7 SETボタンを押して、設定する項目を決
定する。
カーソルが設定値の前に移動します。

8 UP/DOWNボタンを押して設定値を変更
する。
設定値の変更を行った後、SETボタンを
押すとカーソルが設定項目の前に戻り、
再びUP/DOWNボタンで「LEFT」
「RIGHT」「TOP」「BOTTOM」のいずれ
かを選択することができます。
設定が終わったら「RETURN」を選択し、
SETボタンを押すと、MENU画面に戻る
とともに、色付きの半透明のマスク表示
が不透過のグレーのマスク表示に変わり
ます。

MASK ID1 MASK ID2 MASK ID3 MASK ID4

MASK ID5

24

31

30

(0,60)

(0,0)

(95,60)
24 24 24

MASK ID6 MASK ID7 MASK ID8

各MASK IDの初期表示位置

＜便利な使い方＞

8ヶ所のマスクのそれぞれの初期表
示位置は、上図のように別々になっ
ています。
マスクを設定したい位置に近いIDを
まず選んでから、表示位置の微調整
をすると便利です。

1 UP/DOWNボタンを押して「MENU」画
面の「7」を点滅させてからSETボタンを
押し、「OTHERS」画面を表示させる。

2「OTHERS」画面の「1」が点滅してい
る状態でSETボタンを押し、「ON」に設
定する。
ボタンを1回押すごとに切り替わります。

3 設定項目が「ON」の状態でSETボタンを
続けて（1秒以内）2回押し、「CAMERA
ID」画面を表示させる。

4「CAMERA ID」画面の「1」が点滅し
ている状態でSETボタンを押し、文字設
定画面（アルファベット）を表示させる。
UP/DOWNボタンを押して設定したい文
字を点滅させ、SETボタンを押して文字
を設定します。
設定した文字を取り消す場合は、
UP/DOWNボタンを押して「ERASE」
を点滅させ、SETボタンを押すと、最後
に設定した文字から取り消されます。

※ 右下の「・・・・・・・・」の部分に
設定した文字が表示されます。文字は
8文字まで設定できます。

5 カタカナの文字を設定したいとき
UP/DOWNボタンを押して「カタカナ」
を点滅させ、SETボタンを押すと、右の
ように文字設定画面（カタカナ）が表示
されます。

6 文字の表示位置を変更したいとき
「CAMERA ID」画面の「2」が点滅して
いる状態でSETボタンを押すと、文字の
表示位置を変更することができます。
ボタンを1回押すごとに切り替わります。

画面にタイトルを付ける
OTHERS

1 . CAME : OFF
2 . FA I LURE DET : OFF
3 . DEFAULT : PUSH SE

� �

RETURN

T

RA I D

DI

1 . I D : PUSH SE

2 . POS I T I ON : POS I T I O

� �

RETURN

T

N1

CAMERA

I D ( )

0123456789 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
����ア�イ�ウ�エ�オ�カ�キ�ク�ケ�コ�サ�シ�ス�セ�ソ�タ�チ�ツ�テ�ト�
����ナ�ニ�ヌ�ネ�ノ�ハ�ヒ�フ�ヘ�ホ�マ�ミ�ム�メ�モ�ヤ�ユ�ヨ�ラ�リ�
����ル�レ�ロ�ワ�ヲ�ン�ガ�ギ�グ�ゲ�ゴ�ザ�ジ�ズ�ゼ�ゾ�ダ�ヂ�ヅ�デ�
����ド�バ�ビ�ブ�ベ�ボ�パ�ピ�プ�ペ�ポ�ァ�ィ�ェ�ッ�ャ�ュ�ョ��・�
�ERASE ������������������
�ALP ABET ���������������

RETURN . . . . . . . .
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�H

カ�タ�カ�ナ�

I D ( ALPHABET )

0123456789
: <> - . , / ; ' ?
! ABCDEFGH
I JKLMNOPQR
STUVWXYZ

ERASE
カ�タ�カ� �

RETURN . . . . . . . .
ナ�

OFF（初期値）� ON

POSITION1�
（初期値）�

POSITION2 POSITION3

POSITION4POSITION5POSITION6

POS I 1 POS I 2 POS

� �

POS I 4 POS I 5 POS I

I

6

3

プライバシー保護やその他の目的で、見られたくない画像領域に最大8箇所マスクを
かけることができます。
1 UP/DOWNボタンを押して「MENU」画
面の「6」を点滅させる。

2 SETボタンを押して、「ON」に設定する。
ボタンを1回押すごとに切り替わります。

3 設定項目が「ON」の状態でSETボタンを
続 け て （ 1 秒 以 内 ） 2 回 押 し 、
「PRIVACY MASK」画面を表示させる。

4「PRIVACY MASK」画面の「1」が点
滅している状態でSETボタンを押し、設
定するマスクを選択する。
ボタンを1回押すごとに、設定値が切り替
わります。

5 UP/DOWNボタンを押して「PRIVACY
MASK」画面の「2」を点滅させてから
SETボタンを押し、「ON」に設定する。
ボタンを1回押すごとに切り替わります。

選択しているMASK IDごとに、設定され
ている位置に色付きの半透明のマスク表
示が表示されます。

6 UP/DOWNボタンを押して、設定する項
目を選ぶ。
「LEFT」「RIGHT」「TOP」「BOTTOM」
を選択します。
ボタンを1回押すごとに切り替わります。

選択中は、項目の前にカーソル（＞）が
表示されます。

プライバシーマスクを設定する

PR I VACY MASK

1 .MASK I D : 1
2 .MASK ON/OFF : OFF

LEFT : 00
R I GHT : 23
TOP : 00
BOTTOM : 29

RETURN

PR I VACY MASK

1 .MASK I D : 1
2 .MASK ON/OFF : ON

>LEFT : 00
R I GHT : 23
TOP : 00
BOTTOM : 29

RETURN

PR I VACY MASK

.MASK I D : 1

.
1
2 MASK ON/OFF : ON

LEFT >00
R I GHT : 23
TOP : 00

OFF（初期値）� ON

OFF（初期値）� ON

LEFT ⇔ RIGHT ⇔ TOP ⇔ BOTTOM

…�1（初期値）� 8

故障検知機能とは、日立製デジタルレコーダー（2005年9月以降発売のモデル）と
の組合せにより、カメラ側の撮像素子やレンズに起因した故障（特に画面が白飛び
する現象）が発生した場合に異常が発生していることをレコーダー側に発報し、ユ
ーザーに知らせることで早期交換を促す機能です。詳しくはお買い上げの販売店に
ご相談ください。

1 UP/DOWNボタンを押して「MENU」画
面の「7」を点滅させてからSETボタンを
押し、「OTHERS」画面を表示させる。

2 UP/DOWNボタンを押して「OTHERS」
画面の「2」を点滅させてからSETボタン
を押し、「ON」に設定する。
ボタンを1回押すごとに切り替わります。

カメラの故障検知機能を使う

OFF（初期値）� ON

1 UP/DOWNボタンを押して「MENU」画
面の「7」を点滅させてからSETボタンを
押し、「OTHERS」画面を表示させる。

2 UP/DOWNボタンを押して「OTHERS」
画面の「3」を点滅させてからSETボタン
を押し、「DEFAULT」画面を表示させる。

3「DEFAULT」画面の「1」が点滅してい
る状態でSETボタンを押し、「OK」に設
定する。
ボタンを1回押すごとに切り替わります。

初期値（工場出荷時）の設定に戻すことができます。

初期値に戻す

DEFAULT
1 . DEFA :NO

� �

RETURN

ULT READ

OKNO（初期値）�

ご注意

下記のことをお調べください。それでも具合の悪いときは、ご自分で
修理なさらず、お買い上げの販売店にご相談ください。

症　　　状

まったく映らない

ピントが合わない

色がおかしい

きれいに映らない

原　　　因

• カメラに電源が
供給されていない。

• カラーモニターの
電源コードが
コンセントに
接続されていない。

• 機器間を接続する
プラグが外れて
いる。

• フォーカスが
ずれている。

• 店内改装
などにより、
照明が変わった。

• レンズにほこりが
付いている。

処　　　置

• カメラ駆動ユニット
などの電源を
入れてください。

• 電源コードの
差し込みプラグを
コンセントに
接続してください。

• 機器間の接続を
確認して、プラグが
外れているときは、
接続してください。

• フロントカバーを
外し、フォーカス
リングを回してピ
ントを合わせて
ください。

• ホワイトバランスを
調節してください。

• レンズのほこりを
ブロアブラシを
使って取り除いて
ください。

参照ページ

4

ー

4
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故障かな…というときは

保証書（別添）に
ついて

補修用性能部品
の保有期間

この商品には保証書を別途添付しております。保証書は、
必ず「お買い上げ日・販売店名」等の記入をお確かめの上、
販売店から受け取っていただき、内容をよくお読みの後、
大切に保存してください。
保証期間は、お買い上げの日から1年間です。
なお、保証期間中でも有料になることがありますので、
保証書をよくお読みください。

当社は、この監視用カラービデオカメラの補修用性能部
品を、製造打切後8年間保有しています。性能部品とは、
その商品の機能を維持するために必要な部品です。
当社は、販売店からの注文により、補修用性能部品を
販売店に供給します。

修理料金の仕組み

ご連絡していただきたい内容

修理を依頼され
るときは
（出張修理）

保守点検サービス
のおすすめ

本機が正常に動作しないときは、「故障かな…というときは」
をお調べください。それでも不具合な場合は、
ご使用を中止し、必ず電源を切ってから、お買い上げの
販売店に修理をご依頼ください。
なお、監視用カラービデオカメラの故障もしくは
不具合により発生した、付随的損害（営業損失などの
補償）の責については、ご容赦ください。

保守契約を結んでいただきますと、保守契約期間中は
保守契約条項により、安心で有利なサービスが受けられます。
• 障害が発生した場合は保守員を派遣して、装置の
修復を行うとともに、必要により点検を実施します。

• 詳しくはお買い上げの販売店にご相談ください。

保証期間が過ぎているときは

修理に際しましては保証書をご提示ください。

修理すれば使用できる場合には、ご希望により修理
させていただきます。

品 名
形 名
お買い上げ日
故 障 の 状 況
ご 住 所
お 名 前
電 話 番 号
訪問ご希望日

技術料

部品代

出張代

診断、部品交換、調整、修理完了時の点検
などの作業にかかる費用です。技術者の人
件費、技術教育費、測定機器などの設備費、
一般管理費などが含まれています。
修理に使用した部品代金です。その他修理に
付帯する部材等を含む場合があります。
製品のある場所へ技術者を派遣する場合の
費用です。別途、駐車料金をいただく場合が
あります。

カラービデオカメラ
VK-C715
年　　月　　日

できるだけ具体的に
付近の目印等も併せてお知らせください

保証期間中は

4 UP/DOWNボタンを押して「RETURN」
を点滅させた後、SETボタンを押す。
設定値が初期値に戻り、「OTHERS」画
面に戻ります。

•「OTHERS」画面に戻っただけでは、設定した値は最終的に
確定されません。
正しい操作で「MENU」画面に戻り、「END」を選択して設
定を終了させることで最終的に確定されます。

MENU
1 . P I C : PUSH SE
2 . WH I TE BALANCE : AUTO
3 . AGC GA I N :NORM
4 . SHUTTER : 1/60
5 .
6 .
7 H SE

END

T

T

: PUSH SET

CONTROL

ALC LEVEL

.
: OFFPR I VACY MASK

ERS : PUSOTH

- NORM

MENU
1 . P I C : PUSH SE
2 . WH I TE BALANCE : AUTO
3 . AGC GA I N :NORM
4 . SHUTTER : 1/60
5 .
6 .
7 H SE

END

T

T

: PUSH SET

CONTROL

ALC LEVEL

.
: OFFPR I VACY MASK

ERS : PUSOTH

- NORM

MENU
1 . P I C : PUSH SE
2 . WH I TE BALANCE : AUTO
3 . AGC GA I N :NORM
4 . SHUTTER : 1/60
5 .
6 .
7 H SE

END

T

T

: PUSH SET

CONTROL

ALC LEVEL

.
: OFFPR I VACY MASK

ERS : PUSOTH

- NORM

MENU
1 . P I C : PUSH SE
2 . WH I TE BALANCE : AUTO
3 . AGC GA I N :NORM
4 . SHUTTER : 1/60
5 .
6 .
7 H SE

END

T

T

: PUSH SET

CONTROL

ALC LEVEL

.
: OFFPR I VACY MASK

ERS : PUSOTH

- NORM

OTHERS
1 . CAME : OFF
2 . FA I LURE DET : OFF
3 . DEFAULT : PUSH SE

� �

RETURN

T

RA I D

MENU
1 . P I C : PUSH SE
2 . WH I TE BALANCE : AUTO
3 . AGC GA I N :NORM
4 . SHUTTER : 1/60
5 .
6 .
7 H SE

END

T

T

: PUSH SET

CONTROL

ALC LEVEL

.
: OFFPR I VACY MASK

ERS : PUSOTH

- NORM

OTHERS
1 . CAME : OFF
2 . FA I LURE DET : OFF
3 . DEFAULT : PUSH SE

� �

RETURN

T

RA I D

• ロウソクの明るさ〔20cm離れた所〕（10～15）10
• 30W蛍光灯×2照明8畳間（300）
• 蛍光照明の学習机（400）
• ボウリング場（500）

• 地下鉄ホーム（300）
• 衣料品店店内（400～500）
• 地下鉄車内（500）

100

• 曇天日没1時間後太陽光（1,000）
• 晴天日没1時間前太陽光（2,000）

• パチンコ店（1,000）
• 蛍光照明窓際の事務所（1,000）

1,000

• 曇天午前10時太陽光（25,000）
• 曇天昼太陽光（32,000）
• 晴天午前10時太陽光（65,000）

10,000

• 晴天昼太陽光（100,000）100,000
lx

ご注意
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